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1.図書館Ｃａｆｅの目的 
 2014 年 4 月に、リニューアルオープンする山口大学図書館内で、学生が主体となって運営するカフェを計画し

ている。そして、そのプレオープンとして 2014 年の 1/8～2/8 までの期間での活動として、おもしろプロジェク

トとして活動する。このプロジェクトの目的は学生や職員はもちろんのこと、地域の方々も気軽に立ち寄れ、交

流できる空間を提供することにある。また、そうすることにより図書館が身近な存在となり、利用者の増加を期

待できる。 さらにプロジェクトで経営を実際に体験することを通して、学生の意識を高め、成長を期待できる。 
 
2.これまでの主な活動 
 ①アンケート調査実施 
 ②提出書類（保健所等への）準備 
 ③話し合い 
 
3.アンケート調査の実施 
 6 月頃にアンケート調査を実施しました。項目は、①大学構内にカフェがあれば利用するかどうか（次の質問

にその理由）②コーヒー一杯に対しての値段 ③大学周辺のカフェの使用頻度 ④図書館の利用頻度 ⑤現在の

大学構内で安らぎ交流できる場所 ⑥要望、意見 といった内容です。アンケートは 80 人弱とることが出来まし

た。これらのアンケートの結果から、大学構内にカフェの設置を希望している人が多いこと、価格は 200～300
円程度が多いこと、また安らぎ交流できる場としてラウンジなどがあがっていましたがもっと落ち着ける空間を

望んでいることも判明しました。アンケートにより、どのような空間を多くの人が望んでいるのかを知ることが

出来ました。これらを参考にして経営計画、カフェの雰囲気など製作中です。 
 
4. 提出書類（保健所等への）準備 
 7 月に保健所へ行き、提出書類についてと必要な備品やアドバイスを教えて頂きました。思っていた以上に必

要な書類や備品があり、営業許可がおりるまでの大変さを少し知ることが出来ました。また、お話してくださっ

た方が山口大学のＯＢでとても協力的に話を聞いてくださいました。現在も書類準備は途中ですが 10 月末には完

成できそうです。 
 
5.話し合い 
 これまでにメンバーはもちろんのこと、図書館職員の方々、施工業者の方、などと話し合いを行ってきました。 
夏休みは部活やサークルといった活動や帰省が多く数回しか全員で集まることが出来ませんでした。またプロジ

ェクトに参加希望の学生も何人かいますが、予定が合わず全員との顔合わせは出来ていないので、10/2 にカフェ

の場所の見学を兼ねて集まりたいです。また図書館職員の方、施工業者とも打ち合わせし、自分たちだけではで

きないことをお願いしたり、アドバイスを頂いたりしました。 
 
6.これから 
・申請手続き 



・シミュレーション 
・スタッフ育成 
・広報 
・消耗品調達 
 これからの活動は今までの準備の詰めや、実際にカフェの空間に立ち入れるので雰囲気作りなど、忙しくなっ

ていきます。メンバーもどんどん増やしていき、また各々が自発的な行動をとりプロジェクト成功にむけて進ん

でいきます。 
 

        
                                  Café 内での集まり 


